
日本の近代文学第5回は女性小説家樋口一葉（明治5年3月25日～明治29年）に焦点を当てます。 
彼女は、生活苦の中わずか1年半で『たけくらべ』『にごりえ』『十三夜』といった秀作を発表。
文壇から絶賛されながらも、24歳6ヶ月で肺結核により夭逝しました。 

　今回の講座では『たけくらべ』を中心に一葉の小説の魅力に迫ります。この講座をとおして文学 

 ＜『たけくらべ』は擬古文（古い時代の文体にならって書いた文章）で書かれた原文を講師に 
解説いただきます＞ 

講 師：河野龍也（コウノタツヤ）さん 
　　　　東京大学 文学部 准教授 
<学位> 
　　博士（文学）(東京大学) 
<プロフィール> 
　　東京大学大学院博士後期課程修了 
<研究分野> 
　　人文・社会/日本文学/専門は日本近代文学。佐藤春夫研究を中心
　　に、紀行文におけるアジア表象（特に台湾）「私小説」の展開、
　　美術と文学・散文と詩などの芸術ジャンルの問題に取り組む。 
<受賞> 
　　2020年3月 樋口一葉記念第28回やまなし文学賞「佐藤春夫と大正
　　　日本の感性—「物語」を超えて」やまなし文学賞実行委員会 
<主な著書> 
　　「佐藤春夫と大正日本の感性―「物語」を超えて」「佐藤春夫　
　　読本」「大学生のための文学トレーニング 現代・近代編」共著　
　　・編著等著書多数 

■問 合 せ：羽村市生涯学習センターゆとろぎ Tel - 042- 570- 0707（祝日を除く月曜休館）　 
　 　　　　  この講座は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため3密対策を行いますのでご協力下さい 

■申込期間：4月15日(金)（市外在住の方は4月22日（金）から定員に達するまで） 
■申込方法：午前9時～午後8時までに、電話、電子申請サービス、まはた直接ゆとろぎへ 

☆講座初日終了時に「作品を読んだ感想や講師に聞きたいこと」についてのアンケートを 
  実施します。第2回目の講師のお話に生かしていただく予定ですので、ご協力ください  

電子申請QRコード 

ゆとろぎ 

女性作家 樋口一葉 文学 講座 

■参 加 費：1000円（全2回分、講座初日に支払い） 

■主　　催：羽村市教育委員会 
■企画運営：ゆとろぎ協働事業運営市民の会 

時：令和4年5月29日（日）、6月12日（日） 午後1時半～3時半
場：羽村市生涯学習センターゆとろぎ 講座室１ 
象：一般 
員：50名（先着順） 

■日
■会 
■対 
■定 

日本の近代文学 

 

の面白さ、女性作家の困難と一葉の生き方を市民レベルで紹介していただき学びます。 


